
図.	
 LED 水中灯に集まった魚群．水面上１ｍ

からの画像(徳島県美波町由岐漁港）．	
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要旨	
 

	
 日中に太陽光パネルで発電してリチウムイオンバッテリに蓄電し，終夜 LED 水中灯を点灯できる小

型で安価なブイを開発した。このブイで水中灯を夜間に点灯すると海底にいる餌料生物を表層に濃密

に誘引することができた。港内の水中灯にはアジやメバルの幼魚が集まり，光に集まった餌料生物を

盛んに摂餌した。また，小型水中 LED 灯でカタクチイワシやマアジの魚群を誘導することができたこ

とから新漁法の開発も可能と考えている。	
 

	
 

 
はじめに	
 

	
 魚やその餌となる餌料生物が光に集まることか

ら，光を海中で照射すれば，水産資源を増やす仕

組みを創れるはずである。安価な LED 水中灯が市

販され，太陽光発電の技術も進歩していることか

ら，筆者らはこれらを組み合わせて，電力自給式

の LED 水中灯ブイの開発を進めて来た。ブイは，

地域の漁業者が活用することを想定し，当初から

「費用対効果に優れ，人力 2 名で運搬設置ができ

る」ことを開発の条件とした。さらに，LED 水中灯

を使った新たな漁法について検討するため，小型

LED 水中灯を船の舷側から吊して点灯してカタク

チイワシやマアジ魚群を集め，航走して誘導する

ことを試みた。	
 

 
実験ブイ	
 

	
 実験ブイは，「発電パネル」，「本体」，「フロート」

に三分割して運搬できるようにした。ブイ中央に

は 24V 小型薄型 LED 水中灯（波長 452〜455nm およ

び 548〜554nm に発光強度のピークがある）を取り	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

付け，美波町由岐漁港入口付近でモニタリングを

実施した。	
 

	
 その結果，点灯している間中，マアジやウルメ

イワシの若魚やメバルの幼魚が集まり，盛んに餌

料生物を摂餌している行動が認められた。	
 

	
 

餌料生物の誘引	
 

	
 2013 年 9 月〜10 月に徳島県美波町由岐漁港沖合

の砂泥底で，水深が 10〜15ｍの場所にブイを設置

し，表層で水平に LED 灯を照射して，集まる餌料

生物を観察したところ，ウミホタル類（40.3％），
図．実験ブイ.	
 



ヨコエビ類（21.8％），カニ類のメガロパ幼生

（17.0％），アミ類（9.7％）が多かった。これら

はいずれも水産生物の餌料となる生物群である。

普通，ウミホタル類やヨコエビ類は日中は海底に

居るため「底生動物」として分類される。またヨ

コエビ類の一部やカニ類のメガロパ幼生は，基質

に着生して生活をする。つまり，LED 水中灯に集ま

った餌料生物の多くが，いわゆるプランクトンで

は無く，底生性の小動物であった。このことから，

浅海で LED 水中灯を海底に向けて照射すれば，よ

り効果的に底生動物を表層に集め，それを稚魚等

に餌として利用させることができると考える。	
 

	
 

魚群の蝟集・誘導実験	
 

	
 由岐漁港の沖合で，実験船から深度１m の所に垂

下した小型 LED 水中灯を船内電源で点灯し，集ま

った魚群に対して，船を航走させて誘導を試みた。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 その結果，LED 水中灯を点灯して 30 分程度で，

カタクチイワシやマアジが成群化し，その後に LED

灯を点灯したまま船を前進させて，漁港内まで２

km を誘導することに成功した。アオリイカは集ま

って来て盛んにエサを食べていたが，誘導するこ

とはできなかった。	
 

	
 

おわりに	
 

	
 LED 水中灯によって，魚の餌場を沿岸に簡便に
創出できることや，魚群の誘導が可能なことが明

らかになった。発電や LED の技術進歩が早いため，

10 年使用する高価なブイより，その 1/5 の価格で

2 年間使用するブイの方が費用対効果に優れる。	
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図．船と併走するカタクチイワシ魚群（上）と	
 
	
 	
 LED 灯の周囲でエサをとるアオリイカ（下）	
 

図．LED 灯に集まった餌料生物.	
 
	
 


